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１．はじめに
男鹿半島北部の男鹿市五里合安田海岸周辺の

ヒシ属化石について，Miki（1952） は安田海岸
の南西に位置する南秋田郡男鹿中村 （現在の男鹿
市北部の男鹿中 （おがなか） 地域） の Makio （？
Makino か） の標高 40 m の崖から産出したマン
シュウオニビシ （Trapa manshurica FLRROV Ver. 
bispinosa FLRROV） を報告している．また白石・
竹内 （1999） は安田海岸より東へ約 5 km に位置
する八郎潟に面した男鹿半島東縁部の本内―樽
沢地区において，潟西層の一部層である角間崎
泥部層最下部よりシリブトビシ （Trapa macropoda 

Miki） の産出を報告，さらに加藤 （1978） は安田
海岸から南西に約 3.5 km，牧野海岸附近の露頭
よりヒシの実化石を採集し 14C 年代測定を行い
34140 ± 4070 BP と報告している．加藤・渡部 

（1976） 及び首藤ほか （1977） は，安田海岸の鮪川
層からヒシ属化石産出を報告し Trapa sp．とした
が，これを白石・竹内 （2000） は Trapa macropoda 

Miki （シリブトビシ） とした．しかし，いずれも
形状等の詳細な記載はない．秋田県立博物館では
安田海岸の鮪川層から産出した貝類・魚類及び植
物化石を多数収蔵しており，収蔵化石の中からこ
れまで未報告のヒシ属化石について報告したい．

2．鮪川層のヒシ属化石産地と層序
男鹿市五里合の安田海岸には海食崖が連なり，

中部更新統の脇本層・鮪川層，上部更新統の潟西
層・五里合層が西方から東方へ順次累重している．
なお安田地域の潟西層の下部は安田砂部層と呼ば
れている （白石・竹内，1999）．ヒシ属化石産地
は安田川河口から南西に 320m ほどの地点の海食
崖である （39°58′16.60″N, 139°50′46.69″E, 図 1）．
ここでは小さな沢 （以下，小沢という） が，露出
する諸地層を下刻している．

小沢の右岸側の海食崖では下位から鮪川層，潟
西層安田砂部層，堆積年代不詳の茶灰色砂質シル
ト層が重なる．これら 3 層の関係は不整合である．

男鹿半島安田海岸鮪川層産出のヒシ属化石
Trapa Fossils from the Shibikawa formation at Anden Coast, Oga Peninsula.

*秋田県立博物館地質ボランティア，**秋田県立博物館

秋田県立博物館研究報告第51号　1〜5ページ　2026年３月
Ann.  Rep.  Akita  Pref.  Mus.,  No.51,  1-5,  March  2026

図１　ヒシ属化石の産地（図中★）� 国土地理院地図 （1/50000：船川） に加筆
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図 2　ヒシ属化石産地の露頭と産状

図 3　安田海岸の露頭柱状図
大江ほか（2022）を引用
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左岸側の海食崖では鮪川層に堆積年代不詳の茶灰
色砂質シルト層が不整合に重なり，鮪川層の厚さ
は右岸と比較し最上部が 2.5m ほど削剥されてい
る．左岸側の堆積年代不詳の茶灰色砂質シルト層
の最下部は，厚さ約 1m の小～大礫を含む砂礫層
からなり，直径 10cm を越える材・小枝と共にブ
ナ属の殻斗・クルミ属の核果を含む種実化石が含
まれる．このシルト層は層理を示していることか
ら水中堆積物と思われる．（図 2，3）

ヒシ属化石は左岸側の鮪川層の炭質物やシジミ
ガイ類 （Corbicula sp.） 化石を含む青灰色シルト
層から得られる．ヒシ属化石は小枝や葉片・クル
ミ属の核果と共に散在し，破片となっていること
も多いが，全体が残存している場合は圧縮変形が
少なく，ほぼ原形を保った果実化石である．この
青灰色シルト層は淡水が流入する内湾域あるいは
汽水域の堆積物とされる（首藤ほか，1977）．なお，
鮪川層は 225ka の阿蘇 1 火山灰 （Aso-1：白井ほか，
1997）を，潟西層安田砂部層は 106ka の洞爺火山
灰 （Toya：町田ほか，1987） を挟む．

ヒシ属果実化石を含む青灰色シルト層は層位
的に両火山灰の間に堆積しており，その年代は
225ka ～ 106ka の間となる．

3．ヒシ属化石について
秋田県立博物館には，安田海岸鮪川層産の 15

個体のヒシ属果実化石が収蔵されている （元館
員の渡部晟氏採集 5 個体：標本番号 APM756- 
43，筆者の一人五井が採集 10 個体：標本番号
APM756- 38）．これらの中から比較的保存状態の
良い 10 個体について形状を計測した （表 1 ｓ）．
なおヒシ属果実化石の部位名称は三木 （1953） に
従っている （図 4）．

計 測値：収蔵化石 10 個について寸法計測結果
を表 1 に示す．上位角の高さ （H1） は 25 ～
40mm で平均 33mm，頂環までの高さ （H2）
は 21 ～ 30mm で 平 均 26mm， 上 位 角 の 幅 

（W1） は 26 ～ 45mm で平均 36mm，下位角
の幅 （W2） は 35 ～ 64mm で平均 46mm，上
位角の上方への反り角度 （Ua） は 40 ～ 55 度
で平均 46 度である．

形 状特徴：ヒシ属の果実化石で地層の圧密によ
る変形は少なく保存状態は良いが，上下角の
先端の逆刺は欠損し大きさは不ぞろいであ
る．上位角 2，下位角 2 の 4 角，子房突起は
突出するが不明瞭．上位角の基部に内突起を
有するものは 1 個体のみ，外突起を有するも
のは無い．萼筒は目立つほど太くはない．頂
環は四角形で縁は平滑．上位角・下位角の中
筋から続く稜線は発達．果実下部には果梗の
分離層を有する．上位角の平均幅 36mm に
対し下位角の平均幅は 46mm と 10mm ほど
長い．収蔵化石 10 個全て上位角が上方に反
る（図 5）．

　　 シ リ ブ ト ビ シ macropoda の 特 徴（Miki，
1952；粉川，1975）は以下のとおり．
・ 果実は大きく 4 角と 2 角があり，上位角の

基部に托葉状の大きな突起がある
・角は円錐形で上部から水平
・子房の突起は不明瞭，頂環は四角形で平滑
・萼筒は太く長い
・上位角の中筋から続く稜線が発達
・ 一見すると T. guadrispinisa Roxd にみえる

が，下位角の高い位置と上位角に大きな托
葉状の突起があることが異なる

考 察：鮪川層産ヒシ果実化石は，果実は大きく 
4 角，子房の突起は不明瞭，頂環は四角形で平
滑，萼筒は長く，上位角の中筋から続く稜線が
発達するなどの点でシリブトビシの特徴に一致
する．一方，上位角が水平ではなく上に反り返
る，上位角の基部に突起を有する個体は少な
い，萼筒は太く無いなどの点が異なる．上記の
特徴と一致しない点が複数あるものの，粉川 

（1975）によればシリブトビシは変異の特に多
いヒシであり，鮪川層のヒシ果実化石を Trapa 

macropoda Miki （シリブトビシ）としても特に
問題は無いと考えられる．
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図 4　ヒシ果実化石の部位名称　Miki（1953）を引用改変
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図 5　鮪川層のヒシ属果実化石
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４．おわりに
本報告では，秋田県立博物館が収蔵する男鹿半

島北部安田海岸第四紀中部更新統鮪川層産の保存
状態の良いヒシ属果実化石について，産状および
形状を明らかにし，Trapa macropoda Miki に同定
した．しかし，Miki （1952） の記載と一致しない
点があるので，粉川 （1975） が述べている本種の
変異について広く検討するための貴重な資料とな
り得ると思われる．

また本報告のヒシ属果実化石は，男鹿半島のみ
ならず県内の第四紀更新統におけるヒシ属の時空
分布を解明する上で一つの重要な資料となるであ
ろう．
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表 1　男鹿半島安田海岸鮪川層産ヒシ属果実化石の形状計測

登録標本
番号

H1
上位角高さ

(mm)

H2
頂冠高さ

(mm)

W1
上位角幅

(mm)

W2
下位角幅

(mm)

Ua
上位角反り

( 度 )

突起の
有無 備考

756-38-1 40 30 43 64 50 無 逆棘部折損
756-38-2 37 27 36 45 45 無 逆棘部折損
756-38-3 33 26 35 45 45 無 逆棘部折損
756-38-4 37 31 29 38 55 無 逆棘部折損
756-38-5 28 22 26 35 50 無 逆棘部折損
756-38-6 31 23 30 44 50 無 逆棘部折損
756-43-1 25 21 34 40 45 有 逆棘部折損
756-43-2 30 26 45 48 40 無 逆棘部折損
756-43-3 35 27 44 50 40 無 逆棘部折損
756-43-4 35 27 39 52 40 無 逆棘部折損

平均寸法 33 26 36 46 46




